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鋳鉄 ロ ー

ル の 熱伝導率 に つ い て

ThermalConductivity of the CastIron Rolls

関 本 靖 裕*
YasubiI-O Sekimoto

内 容 梗 概

熱間圧延において,ロールほ機械的,熱酌砿きびしい条件下で使用され,種々なる事故発生をみる｡

本報告では,圧延中のロールの温度分布,およびそのとき発生する熱応力の解析の基となる鋳鉄ロー

ルの熱伝導率について,まず黒鉛の分布,形状が熱伝導率に及ばす影響について検討し,代表的な鋳鉄

ロールの熱伝導率を測定した結果な述べる｡

その結果,鋳鉄組織において,黒鉛は′トさく数多く分布したほうが大きく少量分布したものよりも熱

伝導率がよいこと,片状黒鉛のはうが球状黒鉛に比べて熱伝導率をよくすることが明らかになった｡

1.緒 言

熱問肛妊において,ロールは急熱急冷されるた裾こロ

ール表面にほファイヤ･クラック,き裂,チルほげが起

るとと如こ,圧延開始あるいは終了時の異常な熱応力に

よる折損がしばしば発生することはよく知られている｡

戦後,ロール製造技術の発 とともi･こ従来のチルドロ

ール,サンドロール以外に各種の新しいロール材質が生

まれ,最近の圧延機に盛んに使用せられ好成 を収めて

いる｡ダクタイルロール,アダマイトロール,高合金グレ

ーソロールなどがそれで,これらのロール材質ほ杭

伸び,硬度などの機械的性質が改良され,従

力,

耐え得な

かった圧延条件に耐えている｡しかし,圧延中にロール

面に発生するファイヤクラック,き裂などが皆紙にな

った訳ではない｡これらの対策,研究にほ圧延中におけ

るロール表面,あるいは 面付近の機械的,物理自勺状態

を知ることがまず必安であると考えられる｡圧延巾のロ

ール表面付近,および内部の湿度分布もその→つであ

る｡温度分祁は初期条件と境界条什を適期こ与えれば,

ロール材料の温度伝導率によって定まる｡また,ロール

表面のひどい急熱,急冷に基く 熱街上彗値もロール材料

の熱伝導率によって変化する｡それゆえ,行程ロールの

熱伝導率を知って置くことは,これらの問題を解析する

上にまず必要であると考え,その熱は導率の測定を行っ

た｡すなわち,鋳鉄特有の黒鉛およぴセメンタイトの分

布,形状iこついて検討し,ついでダクタイル,アダマイ

ト,グレーソ,チルドの各種ロール材料および実体ロー

ル内部の熱伝導率を測定した｡以【F,その検討と測定

呆を慢告する｡

2.鋳鉄の熱伝導率

2.】鋳鉄の熱伝導率について

鋳鉄の組織は化学成分,冷却 度,あるいは焼鈍温度
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と時間により千差万別に変化する｡したがって系統的に

すべてを網らして熱伝導率を測定することはなかなか厄

介な問題である｡鋳鉄の熱伝導率に関する研究ほその測

定がむずかしいためか,電気伝導率の研究が数多くある

のに対してきわめて少ない｡

鋳鉄の熱伝導率については,古くほ M.Jakob氏(1),

Hall氏(2),増本博士(3),および菊江1博士(4)(5)などの研究

がある｡その中でも増本博士の研究ほ最も 締で,測定

混度ほ常闇より1000Cまでの間のある温度において測定

され,その娃類も鋼から自銑および灰銑までに及んでい

る｡菊田博上の研究では,測定範囲は常温より約8000C近

くまで連続して測定されている｡測定種類としては普通

灰銑鋳鉄,チルドロールならびにサンドロール材
,黒

心可鍛鋳鉄およびその焼入したものなどに及んでいる｡

その結果,鋳鉄の熱伝導率ほ化､芦成分よりもむしろその

組織による影響が大きいこと,また黒鉛の形状によって

も影響することが明かになった｡

放こ近,球帆黒鉛鋳鉄の発見とともに球状黒鉛鈴蘭の熱

伝導率が測定されGagnebin代(6),Sinnott氏(7)などの

研究がある｡球状黒戯の欄現により,黒鉛の形状の熱伝

に及ぼす影響に関する研究(8)が行われている｡

以上,簡†勘こ述べたようi･こ鋳鉄の 伝導率については,

鉄の組織の種類の多様にもかかわらず,その測定がほ

とんど行われていないのが現状である｡今,われわれが

対象としている鋳鉄ロールの 伝噂率については,.卜に

述べた菊田博士のチルドローールおよびサンドロールの測

定があるのみである｡

2.2 黒鉛および化合炭素の熱伝導率

銑鉄組織の特長ほとりわけ黒鉛と化介炭素の存在であ

る｡鋳鉄の熱伝導率はこれら両 分布状態および形状

によって大きく左右されるものと考えられる｡

鋳鉄中の黒鉛通が増加するにつれ 執 くなる

ことはいろいろの実験から確められている(9)｡鋳鉄中の

黒鉛の熱伝導率ほ測定不可能であるが,炭 電梅rlO),天



昭和34年12月 金 属 特 集

然黒鉛(11)㍊鉛の単結晶(12)の常温での熱伝導率として

それぞれ,0･42,0･15～0.45,1.0以上川伸上ほCaりcnl･S

･OC)の値が報告され,鋼よりも良好である｡したがっ

て,黒針の〟:在は鋳鉄の熱伝導率を良くするものと考え

られる｡

一ニガ,化合炭素の増加ほ 鉄の熱伝導率を低下さすこ

とが実験によって確められている(9)｡

このように,鋳鉄では熱伝導

ないと考えられる化合炭

の良好な黒鉛と良好で

様々の形状で分布する

ので,一概にその熱伝導率を論ずることができない｡し

かし,それらの分布形状によって均一な媒質の熱伝導率

が,どのように変化するか定性的であるが軋論的に考察

するのも無益でないと考えられる｡

3･黒鉛の分布および形状の熱導伝率に

及ぼす影響の季空論酌芳察

鋳鉄申の黒鉛の分布および形状が熱伝導率に及ぼす影

響を理論的に考察するために次のように考える｡

算l図に示すように,断面積5,厚さ.甲位長さの断面

を熱流ほ直角に左から右へ定常的に流れるものとする｡

すなわち,熱流は∬=0から∬>0の方向に向う｡∬=0

での温度を〝とすれば,∬=1での組射よ町芝であ
る｡

しかるとき,面積Sを通過し単位時一柳こ流れる熱量Q

は

､
ヽ l

Qニー｣0(5-∑勒)慧-ん･=ネノ･空･･(1)
Q:熱量(cal/s)

lo:他の熱伝導率(cal/cm･S･OC)

ん:黒鉛の熱伝導率(cal/cm･S･CC)

5:断面積(cm2)

∑恥‥ 断モ帥こ現われる黒鉛の全断面積(cm2)

で与えられる｡等価の熱伝導率をスとすれば
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第2図 熱伝導率測定装置主要部の構造

Q=-j･5･-

したがって,(1)式と(2)式から

となる｡

4.測 定 装 置

4.1測定装置

熟伝啓皐測定装置の主要部を第2図に示す〔つ主要部ほ水

冷松上別のガラスカバーでおおわれた高温加熱炉とその

下部の恒温魔法びん中に設けられた低温部とからなる｡

高温部は 料の上面に密 する耐熱鋼の加熱棒とこれ

を加熱する白金紙炉とニクロム線炉からなる｡加熱棒と

測定試料の間にほ武料からの熱放散を極力防ぐためをこガ

ードリンクを入れた｡訊料上部および下部の温度ほそれ

ぞれの位置にそう入した NiTNiCr熱電対によって測

定する｡低温部ほ外部と断熱するためにその必要な機構

を魔法びん中に収めている｡加熱 から試料を経て伝導

してきた熱ほ銅製の受熱棒を通り,最下部で環流水によ

って吸収される｡このた捌こ環流水の流入口と流川口と

の間にほ水温の差が生じ,この温度差ほ流入口と流出日

に設けられた鋼コンスタンタン 電対によって測定され

る｡環流水系ほ内管と外管とからなり,外管にほ補償用ヒ

ータが仕込まれている｡ヒータに一億のワット数の電流

を流すことにより環流水の流出口の混塵ほさらに上昇す

る｡この上昇温度から測定試料中を流れた熱量を算出す

ることができる｡したがって 料の温度勾配と流れた熟

遣から熱伝導率が求められる｡装置の上部ほ加熱炉のた
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第4図 測定試料とガードリソグとの温度差

めにかなり高温度になるが,試料の酸化および対流によ

る熱の移動を防ぐために上部にガラスカバーをかぶせ

巾を10▼1mmHg 程度の真空に保った｡熱伝導率測定装

置の全点を第3図に示す｡

4.2 測定方法

試料の熱伝導率をl(cal/Cm･S･OC),上面から下面へ

流れる熱量を¢(caりs),試料の二点A月の温度をそれぞ

れ/7d(OC),〝β(OC),A月間の距離をJ(cm)とすれば,

Q=苧(β▲4-瑚
となる｡この熱によって環流水の流入口と流目口に温度

ずる｡流入Uの水温を flγ(OC),流fJ川の水温を

fl(OC)とすれば,

才1-fⅣ=αQ………………………………(5)

(rは比例定数である｡さらに補慣用ヒータに
Ⅳワット

の電流を通じた時の流出口の水温をf2(OC)とすれば,

f2一才1=α(0.24Ⅳ)
‥(6)

(5)式と(6)式からαを消去し(4)式を代入すれば
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第1表 化 学 分 析 値

スニ0.24Ⅳ
fl一拍′

5(≠2一方l)(〝d-〝β)

となり試料の熱伝導率は(7)式によって与えられる｡

測定試料ほ弟2図に示したように熱電対を20mm間■

隙4筒所にそう入した｡したがって1何の測定から3箇

所の熱伝導率が計算できる｡それらの値を2点間の平均

温度における熱伝導率とした｡

測定中ほ装置内の熱的定状状態ならびに環流水岩の定

状の なかに認 りの熟練と考慮を必要とした｡

なお測定を行う前に測定試料表面から放散する熱闘こ

ついて検討を行った｡第4図に測定試料とガードリング

との温度差を示す｡第4図の測定結果から測定試料表面

から幅射によって失われる熱星ほ0.014cal/s以■ドであっ

た｡これに基く熱伝導率の誤差は 0.4%以下になる_､.さ

らに炭素鋼の標準測定罰料を製作し測定を行ったが,そ

の結果は従来の測定値とほぼ一致した｡

5.測 定 結 果

5.1測定試料

試料ほ高周波熔解装置にて熔解し,舞5図に示すキー

ルブロック形砂型に鋳込んだ｡測定試料は鋳物の下部よ

り2本切り出して加工した｡測定試料寸法を同じく第ふ

図に示す｡

5.2 黒鉛の分布および形状が熱伝導率に及ぼす影

響について

5.2,】測 定

均一一な媒質としてパーライト地を作りその中に黒鉛

を分布させた｡黒鉛の分布および形状ほMg処理によ

って変えた｡得た
料の化学成分および黒鉛の分布状
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第2表 測 定 値

第3蓑 化 学 分 析 値

化 学 分 析 催 し%)

.試料育ぢ 'r.CI Sil Mn l P NilMg

0.59 0.56.0.34!0.034 0.030

0.60･0.50!0.34.0.028 0.036巳1.05 0.038

第4表 計算値と測定の比較

S-1/S-4

S-5/S-4

第5衷 ダクタイル試料と化学分析値

化 学 分 析 伯(%〕
試料番号

1

2

3

一

一

一

D

n

D

n-4

Ⅰ〕-5

D-6

2

2

2

8

7

5

5

Mnl P I S NilCrlMg

S-5

況をそれぞれ弟1表および葬る図

に示す｡葬る図のマトリックスほ

パーライト組織である｡

測定結果を弟7図,2000Cにお

ける熱伝 率の値を第2表に示

す｡第7図から明らかなように片

状黒鉛の存在する試料S -1のほ

うが球状黒鉛の存在する武料S一一

4,S-5に比べて 伝導率が良

い｡また球状黒鉛の存在する

についてほ,黒鉛が小さく数の多い 料S-5のほう

が大きく数の少ない試料S-4よりも熱伝導率が良

い｡

この試料ほNi-Mgを 加して作ったものゆえ,そ

の影響によってマトリックスの熱伝導率が変化するの

でほないかと懸念された｡それを検討するために

CO.8%のオールパーライト組織の試料を作り,一つに

はNi-Mgを添加した試料を作製した｡得た試料の化

′芋分析偵を弟3表に示す｡試料の組織には少しフェラ

イトが折目していたが,

差が認められなかった｡

伝導率の測定値にほ有意な

5･2.2 計算値と測定値の比較

(3)式を用いて測定値との比較を行ってみた｡すな

わち,試料S-1の面積S中で片状黒鉛の占める面積

∑万(′は組織写真の黒鉛の部分をほさみで切り抜き,そ

れを化学天秤で さを計り面積を割り出した｡試料S

ーーー4,S-5については面 S中の球状黒鉛の数に平均

断l而積を掛けて算出した｡いま黒鉛およびマトリック

スの熱伝導率をそれぞれ0.50,0.080と仮定すると(3)

式から試料S-1,S--4,S-5の熱伝 まる｡

それらの比と測定値の比を算とl_ければ弟4表のように

なりはとんど実験誤差内で一致することがわかる｡し

たがって(3)式の考え方がかなり一妥当であることを示

すものと考えられる｡

逆に(3)式に第2表の値を代入し,

くことにより鋳鉄中の黒鉛の熱伝導

ができる｡その

正規方程式を解

を推定すること

呆jg=0.29(cal/cm･S･OC)の値を得

たこ.なおこの値は2000Cにおける値である｡

5･3 鋳鉄ロール材料の熱伝導率

5･3･1ダクタイルロール材料の熱伝導率

ダクタイルロール材質については硬度の 化によっ

て熱伝導率がいかiこ変化するかを調べた｡そこで硬度

に大きく影響する組織中のセメンタイトの量を Cr,

Siで変えた試料を製作した｡

測定した試料の化学成分および組織写真をそれぞれ

第5表および舞8図に示す｡Siを変えた 料でほSi

が増加するにつれ黒鉛化が良くなり,したがって球状
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第9図 ダクタイル試料の熱伝導牢

黒鉛が多くなるのに反してセメンタイトが少なくな

る｡ノCrを変えた試料でほCrが増加するにつれてセメ

ンタイトが多くなっている｡弟8図のマトリックスほ

パーライ巨地である｡またマトリックスを球状化熱処

理を行った試料をも製作した｡熱処理した試料の組織

ほ.黒鉛およびセメンタイトの形状に変化はなくてトリ

ソクスのパーライトが球状パーライトに変化しノた､

∩組織の高倍率写真の一つを舞8図に示す二

(1.)Si,Crの熱伝導率に及ぼす影

弟5表の試料の熱伝導 の測定結果を第9図･二ニホ

す｡いずれの試料も温度が高くなるにつれて熱伝導率

がやや低下する傾向が見られる.｡元素の影常について

ほSi%が高くなるかあるいはCr%が低くなるにつ)t.

いいかえれば組織の黒鉛化が良くなりセメンタイトの

塞が少ないものほど熱伝導率は良くなることが認めら

れる｡

D-3Si2.5%

D-6 Cr O.57%

鎧 写 真 ×50

焼鈍前のマトリックス ×亜0

焼鈍後のてトリソクス ×400

第6表 アダマイト試料と化学分析値

(2)焼鈍の熱伝導 に及ぼす影響

熱処理によって層状パーライトが球状パーライトと

なり熱伝導奉に 化を与えるのではないかと思われた

カ＼測定の結果その影響ほ認められなかった｡

5.3.2 アダマイトロール材料の熱伝導率

アダマイトロールの機械的性質ほ熱処理によってか

なり変化するが元 撃としてCが故も大きい｡そ

こでCと特殊元素としてNi,Crの熱伝導率に及ぼす

影響を調べた｡

(し)C,Ni,Crの熱伝導率に及ぼす影響

試料土まずアダマイ 化学 分においてCを

1.6ク云ノ～2.3%まで変え,次にCを2.0%にとどめNiを

1.0＼2.3%まで変えて添加Lた｡さらにCrの影響と

してCを2.0.㌔とし.Crを0.8‰1.6%の二種類の試料

を周恵Lた｡さらに焼鈍の影響を調べるために拡散焼

鈍のみ待った試料をも作製した｡試料の化学成分およ

び組織γ真をそれぞjt第る表および第10図にホす｡
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弟10図から明らかなよう

にCの.%が高くなるにつれて

初晶セメンタイトが増加Lか

つそのネットワークが発達し

ている.｡マトリックスについ

てほ変化ほ認められなかっ

た｡Ni冤の変化に対してほ初

晶セメンタイトの量およびマ

トリックスにほ目だった変化

は認められなかった｡またこ

の程度のCr%の変化に対し

ては組

なかっ
J､

ハー･つ

められ

これらの試料の熱伝導率測

定結果を第1】図に示す｡第

1】図からわかるように熱伝

導率はC′写が高くなるにつれ

てほぼ直線的に減少する｡こ

れほセメンタイトの星が増加

しかつネットワークが発達し

たために熱伝導率が低下した

ものと考えられる｡Niの熱

伝導率に及ばす影響はNi%

が高くなるにつれて熱伝導率

がヤや低下する傾向が見られ

る.｡これは組織には変化が認

められないところから Niは

てトリックス小に【占l溶したた

めに熱伝導 が低下したもの

と考えられる｡Cr の熱伝導

に及はす影響ほ詣められな

かった｡なおいずれの試料も

ー高温度になるミ･こしたがって熱

伝導率が低~Fする傾向が認め

られた｡

(2)焼鈍の燕伝導率iこ及ぼ

す影響

焼鈍した試料の組織写真を

弟10図に示す｡この場合,

Niの高い試料A-8でほ.黒鉛

がところどころ析f_rlしてい

る｡焼鈍後の試料の熱伝導率

測定結果を第】】図中の破線

でもって示す｡鋳放しのまま

の値に比べてやや熱伝導率は

良くなっているが,これほ針

状セメンタイトがなくなり,
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第7表 ブレーン試料と化学分析値

試料番号

G-1

Nil.96% C.C2.57%

G-1)く400

G-5

Cr O.55.%C.C2.48%

へ
h
旨
＼
さ
己
)潮

櫛
づ
京

､
､

1
〃
)

パレ

G-2

ドi3.76%C.C2.88%

G-2 ×400

G-6

Crl.01%C.C2.94%

箭12図 鹿 徴
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きら主･こ初晶セメンタイトのネットワークが切れたため

によるものと考えられる｡

5.3.3 グレーンロール材料の熱伝導率

ブレーンロール材質として日立金屑工業式株会社若

松工場で製造している代 的なブレーンロール材質と

類似の試料を作製した｡測定 料の化学成分を弟7表

に示す｡舞7表備考欄ほ該当ロール材質の呼称記号で

ある｡試料 G-1,

G-3

SiO.71%C.C3.00%

G-4

Sjl.27%C.Cl.94?古

G-7

C.C O.66%

･ロC)の値をとる｡

鏡 写 真 ×50

妻誌J-J
〟汐.〟♂ メ協フ ∫〟

温

第13岡 ブレーン武村の熱伝導率

賃(℃)
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G-2はNi入高合金グレーソロー

ルの材質をねらったものである｡

試料G-3,G-4ほ普通グレーソ

ロールにおいて黒鉛化の影響を,

試料G-5,G-6は自銑化の影響

を見たものである｡試料Gr7ほ

比較の意味で形鋼ロールの低合金

グレーソロールの材質である｡

各試料の組織写真を弟12図i･こ,

測定結果を弟13図に示す｡舞13

完測の図 Ni入高坂

変ブレーンロール材質ほNi%が

高くなるにつれやや熱伝導率は低

下する｡普通グレーソロール材質

においてほSi写が高く Cr%が低

いものほど,いいかえれば黒鉛化

の良いセメンタイトの少ないもの

ほど熱伝導率がよい｡試料G-7

は著しく熱伝導率が良いが,これ

はセメンタイトがほとんどなく片

状黒鉛が存在するためであると考

えらjtる｡

5.3.4 チルドロール材料の熱

伝導率

普通チルドロール材料の熱伝導

率についてはすでに測定されてお

り(4)(5),自銑および鼠銑の熱伝導

率としてそれぞれ0.04､0.05(cal/

cm･S･OC),0.08､0.11(cal/cm･S

ここでは普通チルドならびに含金

チルドロール材質の試料を金型に 込良作製した｡

測定した試料の化学成分を第8表に示す｡弟8表の試

料の組 写真を第14図に示す｡

試料C-1は普通チルド,試料C-2は高炭素チルド,

試料C-3,C-4はNi入合金チルドの材質をねらったも

のである｡試料C-1,C-2,C-3のマトリックスはパー

ライトであるが試料C-4はマルチソサイトである｡

試料の測定結果を弟15図に示す｡第15図からわ

かるように チルドの熱伝導 ほ普通チルドに比

ベて悪くなっている｡これはセメソタイトの量が増加
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第15図 チルド試料の熱伝導率

第8表 チルド試料と化学分析値

したためと考えられる｡合金チルドの熱伝さ真率は Ni

%の高いものほど悪くなっている｡これはマルチンサ

イト地と Ni[司溶のためと考えられる⊂

5･4 実体ロールの熱伝導率

5.4.】測定試料

前項でダクタイル,アダマイト,グレーン,チルド

の各ロール材質を 鹸室で作製し,元素の熱伝導率に

及ぼす影響を調べた｡それらの値と実際の各種ロール

の熱伝導 の値を対応さすために,実体ロー′ン表面か

ら内部に行くに従って熱伝導率がいかに変化するかを

調べた｡

測定試料ほロール胴中央部表面から15111m rA).30

mm(B),60mm(C),120mm(D),tコール中心(E)

の5箇所からロール軸方向にポーリングlノて採取作製

した｡なおロールほいずれも廃却または検査~†ミf†格ロ

ールである｡

5.4.2 測定結果

実体ロールの熱伝導率測定結架を穿=引図∴示す｡.

日立評論別冊第33号

C-3C.C2.76%

写 真 ×50
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鳶
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更
敲

C-4C.C2.60%

Aβ〔 β

汎≡化置

第16園 実体ロールの熱伝導率

横軸にロール 頭からの距離を相対的に示し,縦軸ほ

熱伝導率で2500C付近における値である｡

(1)ダクタイルロール(8Ⅹ)

熱伝導 の値として0.06(cal/cm･S･OC)が得られロ

-ル表面から中心部まで値ほ変化しなかった｡組織ほ

ロール表面から中心部にいくにしたがってセノンタイ

トのi丘が少なくなるとともに黒鉛が大きくまばらにな

っている｡したがってロール表面から中心にいくにつ

れ熱伝薫率ほセノンタイトの量の減少によって良くな

るはずであるが,黒鉛の大きさと分布によって低下す

る影響が現われ両者が打ち消し合うものと考えられ

る｡

(2)アダマイトFr-一ル(2SJ

Cl-8%の2Sロールを測完した結果熱伝導 の値と

して0･06(cal!cm･S･DC)が得られ,ロール表面から中

心部まで値は変化しなかった｡組織は実験室試料に比

べて冷却速度がおそいためにあらいれ C′%の点から

見ると第】】図の渕義憤とほぼ一致Lている｡アダて

イトロールはロール表面から中心部まで均一な組

ので熱伝導率は変らないものと考えられる｡,

な
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(3)Ni入高合金グレーン′ロール(~7C)

熱伝導率はロール表面で0.045(cal/cm･S･OC),ロー

ル中心部にいくにつれて湘次 伝導率は上昇し,中心

部では0.08(cal/cm･S･OC)の値をとる｡7Cロールほ中

抜きロールでロール 面付近はセメンタイトがかなり

存在し,かつ小さな黒鉛が散れする.ご.地ほマルテンサ

イトまたはべ-ナイト組織である｡ロール中心掛こい

くにつれて,セメンタイトは粗大かつ数が少なくなる

とともに黒鉛が大きく什状に伸びる..したがって熱伝

導率ほセメンタイトおよび黒鉛の分イけ･形状によって

弟15図のようにロール内部においでべきく変化する

ものと考えられる.〕

(4)合金ブレーンロールし5Ⅹ)

伝導率の値は0.08(cal/cm･S･OC)であり,ロール

内部まではぼ一様であった.｡5Ⅹロールほロール表面

においても什状黒鉛が存在し,ロール中心部にいくに

したがってやや粗大になる｡セメンタイトほロール中

心部にいくにつれロール表面付近と比べてやや少なく

なっている｡地はパーライトである｡

(5)普通チルドロール(CR)

測定したCRロールほチル深さが12～13mmのチル

浅ロールだったので,測定位置Aにおいてすでに黒鉛

が析出しチル部の熱伝 率は測定できなかった｡しか

しすでにチルドロールの自銑部の測定値があり(4)(5),

また弟15図の値からチルドロールの表面自鉄郎の熱

伝導率は大体0.04～0.05(cal/cm･S･OC)の値をとるも

のと考えられる｡CRロールの熱伝導率ほロールの中

心部にいくにつれて急激に良くなり 0･11(cal/cm･S･

OC)の値をとる｡CR ロールの自鉄郎ほ熱伝導率の悪

いセメンタイトが多量存在し,地ほパーライト組織で

ある｡ロール内郡へいくにつれてセメンタイトは急激

に減少し,モトルが出はじめやがて片状黒鉛が現わ

れる｡これがためにCRロール内部の熱伝導率は7C

ロールと同機に大きく変化する｡

(6)合金チルドロール(6C)

CR ロールと同様チル浅ロールでチル部の熱伝導率

が測定できなかったが,弟15図の値からロール表面

自銑郡の熱伝 率ほ0.04(cal/cm･S･OC)の値をとるも

のと考えられる｡ロールの中心部へ行くにつれて熱伝

導率はCRロールと同様に急激に良くなり0･10(cal/cm

･S･OC)の値をとる｡6Cロールほ多量のNiを固溶し

ているためにCRロールに比べてやや熱伝導

している｡

d.結

鋳鉄ロール特有の黒鉛の分布, 導伝瀾

言
糊

形

が低下

ほ及に

す影響について検討し,鋳鉄ロールの各種材料および

体ロールの熱伝導率を明かにした｡すなわち,

(1)鋳鉄中の黒鉛は熱伝 率を良くし,セメンタイ

トは悪くする｡.

(2)片状黒鉛鋳鉄の力が球状黒鉛鋳鉄よりも熱伝導

が良い｡また黒鉛量が同じならば小さく数多く分布

したもののほうが大きく数が少ないものよりも熱伝導

率は良くなる｡

(3)鋳鉄小の黒鉛の熱伝導率として 0.29(cal/cm･

s･OC)の値を得た｡

(4)ダクタイル,アダマイト,グレーン,チルドの

ロール材料において

(i)ダクタイルニ Si%が高くCr%の低いセメソ

タイトの少ないものほど熱伝導率は良い｡また焼鈍の

影響は認められなかった｡

(ii)アダマイト:C%が高くセメンタイトのネ

ットワークが発達したものほど
導伝教 は悪くなる｡

Ni%の増加ほ熱伝導率を低~Fさすが,その程度は小

さい｡Cr%の影響は認められなかった｡焼鈍によっ

て熱伝導率はわずか良くなる｡

(iii)グレーソ:Ni%の高いもののほうが熱伝導

は低下する｡黒鉛化を助長するSiほ熱伝導率を良

くし,自銑化を助長するCrは熱伝導率を悪くする｡

(iv)チルド:C%が高いほどセメンタイト量が

多くなり熱伝導率は悪くなる｡合金チルドは普通チル

ドに比べて熱伝導率ほ悪い｡

(5)実体ロールの熱伝

よび2S ロールほ

率を測定した結果,8Ⅹお

面から内部まで熱伝 はぼ一定

で0.06(cal/cm･S･OC)の値をとる｡

7Cロールではロール表面の熱伝導率ほロール内部

に比べて悪く 0.05(cal/cm･S･OC)の値をとり,P-ル

内部でほ0.08(cal/cm･S･DC)の値をとる｡

5Ⅹロールは表面から内部まで熱伝導率ほぼ一義で

0.08(cal/cm･S･OC)の値をとる｡

CRロールにおいては表面白銑部の熱伝導 は0.05

(cal/cm･S･OC)の値をとり,ロール中心へ行くにした

がって急激に熱伝導率は良くなり 0.10(cal/cm･S･OC)

の値をとる｡6CロールはCR ロールと同じ傾向をと

るが熱伝導率の値はやや低下する｡
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よく切れる『ステンレス』包丁

晶

『さびないが,切れない』これが過去のステンレス包丁

に対する 価であった｡このためステンレス製の匁物に

切味を望むことほ無理であるというのが一般の常識であ

ったようだ｡しかし昨今の家庭生活が近代化されるよう

になると主婦の仕事場ともいうべき台所も明るく,美し

く,清潔な場所に改められるようになった｡調理用の匁

物類も今までの依ってすぐさびるものでほなく,さびな

いステンレス鋼製で切れる見物が望まれるようになって

きたのも当然といえるであろう｡

元来ステンレス匁物はさぴないということと,かたく

するということすなわち切炬るということとほ両立しな

いためにその用途に制約をうけていたのである｡切れる

双物ほさびやすいという欠点があった｡したがって切れ

味を良くしてしかもさびないようにするためにほ,原料

の選択をはじめ所要元 の配合量の決定さらには加工力

式および熱処理のやり方などについて,それぞれ考

なければならない｡

日 立

Vol.41

◎東京電力株式会社納品川発電所用125,000kW

再熱タービン

◎東京電力株式会社納品川発電所用160,000kVA

タービン発電機
◎パ ル ス コ ラ ム の

◎空 気 遮斬 器 内 の 高 速

◎Liガ ラ ス 電 極 に

◎交 流 巻
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SRM形シャフトマシンについて

◎AF 形 自 動 式 構 内 交 換 機

◎日立回転陽牒Ⅹ線管ヒッターノードについて
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紹

日立金属工業株式会社安来工場は創立以来高級双物鋼

の製造についてほすでに定評を得ており,ほとんど国内

主要産他の需要を-一一手にまかなっている関係で,先年各

地業者の希望により『良く切れるステンレス包丁』に僚

川する 造を依煩され種々研究の結果,自信をも

って昂:産に移行したのである｡このステンレス包丁材に

は日立金属独得の原料を使用し,特殊元 ･∴i 含によっ

て期待どおりの品質を得られるようにくふうし,さらに

熔解より製品までの加工方式については永年の経験と技

術とを′巨かしてステンレス私物としての性能を十分発揮

できるように配 しており,鋼の名前もステンレスの肌

に似合ったf銀紙』の愛称をもって販売している｡

ニの ~~銀紙｣鋼ほ兵庫県(播州),高知県(土佐),大阪

府(堺)をはじめ主要匁物産他の 々と納入され,

おもに家庭の料理包丁に仕上げられて,『よく切れるス

テンレス包丁』と呼ばれて好評を博し,一般にも次第に

認識を改められるようになり各地のデパートおよび双物

小売店の取扱数最も激増し,清潔で切れるステンレス包

丁の人気はますます高まっている｡

く

No.12

評 論

◎電子腰徴鏡による酸化物陰極表面の観察(第1

報)

◎300t ト レ ラ

◎ホ レ ン の照射 と 電線への応用

◎高電旺ケーブル梢絶縁紙の誘電正接に及ぼす
Na イオンの影響

◎フェニーールフルオpソによる鉄鋼中のスズの吸

光光度定量法

◎刃物鋼の諸性質に及ぼすPの影響(第1報)

技術者ノート

◎配 電 盤 の 試 運 転 と 保 守
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